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平成３０年度 事業報告 

 
平成 30 年度における当連盟の活動は、次のとおりでしたので報告いたします。 

１ 会議の開催                     
・常 任 総 務 会：5回 (1/24、4/11、7/4、9/5、12/19)           
・総 務 会：3回 （2/14、5/9、11/7）              
・支部長・地域連盟会長会議：2回 （2/7、10/3）             
・評 議 員 会：2回 （3/29、12/5）                 
・監 査 会：1回 （2/2）                    

  
２ 会員増強運動 

（１）支部・地域連盟での取り組み 
会費請求時や地域薬剤師会の研修会、入会時等で勧誘を行った。 
               

 
 
 
 
 
（２）地域薬剤師会の会議の出席 
   地域薬剤師会（青葉区・栄区・高津区・川崎市）の総会・研修会へ執行部役員が出席し、連盟

の必要性を訴えた。 
 
（３）県薬新規入会者への勧誘 

平成 30 年 1 月から 6月までの 201 名に対して、入会案内を送付し 9名の入会を得た。 
 
３ かながわ薬剤師フォーラム 2018 の開催 

   薬剤師の政治に対する理解を深めるためにフォーラムを行った。松本純衆議院議員、島村大参
議院議員、本田あきこ日本薬剤師連盟副会長をお招きし、政治との繋がりについてお話頂いた。
「10 年後の薬剤師」をテーマにしたグループディスカッションでは、未来の薬剤師についての意
見交換と交流が図れた。 

  ・12/2（日）･･･参加者 95 名 

４ 本田あきこ後援会活動 

   地域薬剤師会（青葉区・栄区・高津区・川崎市）の総会・研修会等へ執行部役員出席し、周知
を行った。また、支部・地域連盟・地域薬剤師会において、3折パンフレット・名刺型資料の配
布、ポスター貼付、挨拶動画などを利用し周知を行った。 

 

 
   
 

 
支部・地域連盟・地域薬剤師会において、支援者名簿の収集を 4月より行い、 

12,916 名の支援者を集めることができた。 
   

 全国キャラバンとして本田あきこ候補が県内の薬局訪問を行った。 
    1/30：秦野市 19 店舗、伊勢原市 17 店舗 1/31：平塚市 27 店舗、茅ヶ崎市 18 店舗 
    2 / 1：高津・中原区 41 店舗  3/26：相模原市 14 店舗、大和市 12 店舗 
    3/29：鎌倉市 34 店舗  3/30：横須賀市 27 店舗 
   アルフレッサ第 1・2・3営業部へ支援依頼訪問を行った。（5/25、5/28、5/31） 

横浜薬科大学にて講義を行った。（10/28） 
 
５ 国会・首相官邸訪問 
   国会内では松本純衆議院議員、藤井もとゆき参議院議員と面談し、首相官邸を訪問し菅義偉官

房長官と面談した。・6/4（月）…参加者 6名 

項 目 Ｈ 30 年度 Ｈ 29 年度 Ｈ 28 年度 
新規会員への勧誘 253 名 289 名 256 名 

新規会員の獲得 
県 薬 連 57 名 57 名 31 名 
地域連盟 8 名 23 名 18 名 

6/9 青葉区薬剤師会総会 

6/19 
栄区薬剤師会総会 
高津区薬剤師会総会・懇親会 

10/28 川崎市薬剤師会 学校薬剤師研修会 
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６ 機関紙の発行その他の事業 
（１）連盟だより 

神奈川県薬剤師会雑誌「薬壺」に連盟だよりを掲載した。 
（年 6回、1回あたり 2頁～6頁。） 
毎号に、松本純衆議院議員及び藤井もとゆき参議院議員の国会報告、本田あきこ日本薬剤師連

盟副会長の活動報告を掲載した。 
 その他の主な掲載記事 

1・2 月号 新年のご挨拶 
3・4 月号 平成 30 年度活動方針・事業計画 
7・8 月号 会長再任挨拶、平成 29 年度事業報告、平成 31・31 年度役員名簿 
9・10 月号 国会・首相官邸訪問を終えて 

   11・12 月号 かながわ薬剤師フォーラム 2018 ご案内 
 
（２）広報活動 

ホームページに本連盟の活動紹介を引き続き行い、また、本連盟と政策協定を結んだ議員のホ
ームページとのリンクをした。 

本連盟の入会案内と活動報告を内容とする 3折りのパンフレットを 3,000 部作成し、地域薬剤師 
会の研修会等で配布した。 

  フェイスブックでの情報交換をした。 
 
７ 地域連盟への支援 
   24 地域薬剤師連盟に対して、寄附金の 12％（1,792 千円）を活動費として交付した。 
 
８ 自民党・公明党県連予算要望 

平成 31 年度県・国への予算要望ヒアリング（自民党 7/12、公明党 7/31）を行い、下記の 11
件の要望書を提出し、自民党より県・国からの回答を 12 月に受領した。 

 
(１) 県への要望 6件 

① 健康サポート薬局の県民への広報について 
② 薬物乱用防止啓発事業における負担及び補助金の充実について 
③ 国保の審査委員について 
④ 学校薬剤師の報酬について 
⑤ 医療用麻薬の廃棄手続きの保健所への移管について 
⑥ 在宅医療における緊急訪問薬剤管理指導対応車両の取り扱いについて 

 
（２） 国への要望 5件 

① 在宅医療に要する薬剤師活動の円滑化についてオンライン服薬指導の危険性について 
② 社会保険診療報酬支払基金の審査委員数の適正化について 
③ 敷地内薬局の開設許可について 
④ 保険調剤における控除対象外消費税の扱いについて   
⑤ 薬剤師法・医師法の法整備について 

 
９ 政党への支援 

自由民主党に、党員 80 名を登録し支援した。 
自由民主党神奈川県支部連合会各種団体懇話会へ参加した。 

 

１０ 議員、首長への支援                   
（１） 松本純衆議院議員関係  

１区支部大会・後援会総会（3/5）、政経セミナー（7/9）、励ます会（10/15）、 
忘年会（12/10）への参加。           

 
（２） 黒岩祐治神奈川県知事関係 

後援会 5名登録、役員会（2/26）・セミナー（8/1）・励ます会（12/27）への参加。 
 
１１ 日本薬剤師連盟関係 

全国会長・幹事長連絡協議会（5/17、11/13）、評議員会（3/28、10/3）、組織強化委員会（毎
月）、組織強化担当者会議（毎月）、関東ブロック協議会（11/17）、JPL フォーラム（2/11）、
AJP 薬剤師フォーラム（9/16～9/17） 


